
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
か
い
て
き
で
げ
ん
き
な
ま
ち
の
情
報
紙

広
報
　
　
　

広
報
　
　
　

2
020
N
o.609121212

今
月
の

表
紙

12
月
6
日
、
手
作
り
の
お
飾
り
で
新
年
を
迎
え
よ
う
と
、
矢
掛
公
民
館
で
「
お
正
月
飾
り
作
り
」
の
体
験

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
藁
で
縄
を
な
う
の
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
親
子
で
協
力
し
て
二
つ
と
な
い
お
飾

り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

お飾りの出来上がり！

待ち遠しいな
　
お正月

お飾りの出来上がり！

待ち遠しいな
　
お正月



Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画（
案
）」※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
　
⑷
電
子
メ
ー
ル
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

健
康
や
か
げ
21・食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

町
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

　
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
第
３
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
５
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）」

　
　
　
　
　
　※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
⑷
電
子
メ
ー
ル（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

　
25
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
勤
続
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

佐藤　登事 氏

会
計
年
度
任
用
職
員
（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
）

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　
認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

※

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
司
　
書
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
立
図
書
館
、
各
小
中
学
校

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
山
野
通
彦
町
長
が
12
月
１
日
、
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
。

山
野
町
長
が

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
に
再
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
、
新

規
就
農
者
の
育
成
な
ど
地
域
振
興
に
資
す
る
先
駆
的
、
模
範

的
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

河上　幸雄 氏

　
現
在
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
誰
で
も
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
や
そ
の
関
係
者
の
詮
索
や
不
当
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
被
害
が
広
ま
る
と
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
症
状
が
出
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
結
果
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
冷
静
で
適
切
な
対
応・行
動
を
と
る
よ
う
心
掛
け
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
人
と
の
距
離
、
３
密
を
避
け
る
、

大
声
を
出
さ
な
い
）

②
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施
（
室
温
が
18
℃
以
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
常
時

窓
開
け
）

③
適
度
な
保
湿
（
湿
度
40
％
以
上
を
目
安
に
換
気
を
し
な
が
ら
加
湿
と
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

冬
の
コ
ロ
ナ
対
策

寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
等
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
５
つ
の
場
面
」

場 面 １
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。
ま
た
聴
覚
が

鈍
く
な
り
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い

場 面 ２
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

　
長
時
間
に
お
よ

ぶ
飲
食
、
接
待
を

伴
う
飲
食
、
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
、

短
時
間
の
食
事
に

比
べ
て
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
る

場 面 ３
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、

昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る

場 面 ４
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分

で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る

場 面 ５
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　
仕
事
で
休
憩
時
間
に
入
っ
た
と
き
な
ど
、

居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
る

　
か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
の
人
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
、
対
応
で
き
な
い
時
間
帯
の
場
合
は
、
次
の
ご
連
絡
先
を
参
考
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
や
風
邪
の
と
き
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
に
ご
相
談
を

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
・
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

発熱や咳、息苦しさなどの症状が出た場合

かかりつけ医がいる場合

感染したかもしれないと不安に思う人

日ごろ受診されている医療機
関に電話でご相談ください

かかりつけ医がいない場合
●受診相談センター
備中保健所井笠支所
●平日　0865（69）1675　

（午前 9時～午後 5時）
●休日　086（226）7925
　（担当医療機関へ転送。午
前 8時～午後 6時）

感染したかもしれないと不安に思う人、感染予防法を知りたい人
などは、ご相談ください

●一般相談窓口
新型コロナコールセンター　086（226）7877
※24時間対応。
　夜間の場合は、健康相談はできません。受診案内のみ。

　
帰
省
や
初
詣
は
、
交
通
機
関
の
混
雑
に
よ
る
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
帰
省
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
や
ご
家
族
が
お
ら
れ
る
人
は
、
帰
省
前
２
週
間
は

会
食
に
参
加
し
な
い
等
「
コ
ロ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
」
よ
う
、
帰
省
す
る
際
の
注
意
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ
年
末
年
始
の
帰
省
や
初
詣
の
お
願
い

　「
マ
ス
ク
の
着
用
」、「
３
密
の
回
避
」、「
手
洗
い
・
消
毒
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
、
１
億
２
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
１
０
９
億
３
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
２
弾
へ
の
補
助
　
　
　
　
　
　
２
，
６
５
０
万
円

●
子
育
て
応
援
給
付
金
　
町
内
在
住
の
高
校
生
世
代
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
　 

　３
６
５
万
円

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
６
０
７
　

令
和
２
年
度 

矢
掛
町一般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画（
案
）」※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
　
⑷
電
子
メ
ー
ル
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

健
康
や
か
げ
21・食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

町
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

　
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
第
３
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
５
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）」

　
　
　
　
　
　※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
⑷
電
子
メ
ー
ル（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

　
25
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
勤
続
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

佐藤　登事 氏

会
計
年
度
任
用
職
員
（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
）

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　
認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

※

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
司
　
書
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
立
図
書
館
、
各
小
中
学
校

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
山
野
通
彦
町
長
が
12
月
１
日
、
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
。

山
野
町
長
が

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
に
再
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
、
新

規
就
農
者
の
育
成
な
ど
地
域
振
興
に
資
す
る
先
駆
的
、
模
範

的
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

河上　幸雄 氏

　
現
在
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
誰
で
も
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
や
そ
の
関
係
者
の
詮
索
や
不
当
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
被
害
が
広
ま
る
と
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
症
状
が
出
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
結
果
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
冷
静
で
適
切
な
対
応・行
動
を
と
る
よ
う
心
掛
け
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
人
と
の
距
離
、
３
密
を
避
け
る
、

大
声
を
出
さ
な
い
）

②
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施
（
室
温
が
18
℃
以
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
常
時

窓
開
け
）

③
適
度
な
保
湿
（
湿
度
40
％
以
上
を
目
安
に
換
気
を
し
な
が
ら
加
湿
と
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

冬
の
コ
ロ
ナ
対
策

寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
等
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
５
つ
の
場
面
」

場 面 １
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。
ま
た
聴
覚
が

鈍
く
な
り
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い

場 面 ２
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

　
長
時
間
に
お
よ

ぶ
飲
食
、
接
待
を

伴
う
飲
食
、
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
、

短
時
間
の
食
事
に

比
べ
て
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
る

場 面 ３
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、

昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る

場 面 ４
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分

で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る

場 面 ５
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　
仕
事
で
休
憩
時
間
に
入
っ
た
と
き
な
ど
、

居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
る

　
か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
の
人
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
、
対
応
で
き
な
い
時
間
帯
の
場
合
は
、
次
の
ご
連
絡
先
を
参
考
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
や
風
邪
の
と
き
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
に
ご
相
談
を

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
・
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

発熱や咳、息苦しさなどの症状が出た場合

かかりつけ医がいる場合

感染したかもしれないと不安に思う人

日ごろ受診されている医療機
関に電話でご相談ください

かかりつけ医がいない場合
●受診相談センター
備中保健所井笠支所
●平日　0865（69）1675　

（午前 9時～午後 5時）
●休日　086（226）7925
　（担当医療機関へ転送。午
前 8時～午後 6時）

感染したかもしれないと不安に思う人、感染予防法を知りたい人
などは、ご相談ください

●一般相談窓口
新型コロナコールセンター　086（226）7877
※24時間対応。
　夜間の場合は、健康相談はできません。受診案内のみ。

　
帰
省
や
初
詣
は
、
交
通
機
関
の
混
雑
に
よ
る
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
帰
省
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
や
ご
家
族
が
お
ら
れ
る
人
は
、
帰
省
前
２
週
間
は

会
食
に
参
加
し
な
い
等
「
コ
ロ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
」
よ
う
、
帰
省
す
る
際
の
注
意
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ
年
末
年
始
の
帰
省
や
初
詣
の
お
願
い

　「
マ
ス
ク
の
着
用
」、「
３
密
の
回
避
」、「
手
洗
い
・
消
毒
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
、
１
億
２
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
１
０
９
億
３
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
２
弾
へ
の
補
助
　
　
　
　
　
　
２
，
６
５
０
万
円

●
子
育
て
応
援
給
付
金
　
町
内
在
住
の
高
校
生
世
代
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
　 

　３
６
５
万
円

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
６
０
７
　

令
和
２
年
度 

矢
掛
町一般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

2令和２年12月号



Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画（
案
）」※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
　
⑷
電
子
メ
ー
ル
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

健
康
や
か
げ
21・食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

町
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

　
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
第
３
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
５
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）」

　
　
　
　
　
　※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
⑷
電
子
メ
ー
ル（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

　
25
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
勤
続
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

佐藤　登事 氏

会
計
年
度
任
用
職
員
（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
）

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　
認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

※

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
司
　
書
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
立
図
書
館
、
各
小
中
学
校

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
山
野
通
彦
町
長
が
12
月
１
日
、
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
。

山
野
町
長
が

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
に
再
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
、
新

規
就
農
者
の
育
成
な
ど
地
域
振
興
に
資
す
る
先
駆
的
、
模
範

的
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

河上　幸雄 氏

　
現
在
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
誰
で
も
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
や
そ
の
関
係
者
の
詮
索
や
不
当
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
被
害
が
広
ま
る
と
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
症
状
が
出
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
結
果
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
冷
静
で
適
切
な
対
応・行
動
を
と
る
よ
う
心
掛
け
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
人
と
の
距
離
、
３
密
を
避
け
る
、

大
声
を
出
さ
な
い
）

②
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施
（
室
温
が
18
℃
以
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
常
時

窓
開
け
）

③
適
度
な
保
湿
（
湿
度
40
％
以
上
を
目
安
に
換
気
を
し
な
が
ら
加
湿
と
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

冬
の
コ
ロ
ナ
対
策

寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
等
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
５
つ
の
場
面
」

場 面 １
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。
ま
た
聴
覚
が

鈍
く
な
り
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い

場 面 ２
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

　
長
時
間
に
お
よ

ぶ
飲
食
、
接
待
を

伴
う
飲
食
、
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
、

短
時
間
の
食
事
に

比
べ
て
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
る

場 面 ３
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、

昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る

場 面 ４
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分

で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る

場 面 ５
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　
仕
事
で
休
憩
時
間
に
入
っ
た
と
き
な
ど
、

居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
る

　
か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
の
人
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
、
対
応
で
き
な
い
時
間
帯
の
場
合
は
、
次
の
ご
連
絡
先
を
参
考
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
や
風
邪
の
と
き
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
に
ご
相
談
を

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
・
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

発熱や咳、息苦しさなどの症状が出た場合

かかりつけ医がいる場合

感染したかもしれないと不安に思う人

日ごろ受診されている医療機
関に電話でご相談ください

かかりつけ医がいない場合
●受診相談センター
備中保健所井笠支所
●平日　0865（69）1675　

（午前 9時～午後 5時）
●休日　086（226）7925
　（担当医療機関へ転送。午
前 8時～午後 6時）

感染したかもしれないと不安に思う人、感染予防法を知りたい人
などは、ご相談ください

●一般相談窓口
新型コロナコールセンター　086（226）7877
※24時間対応。
　夜間の場合は、健康相談はできません。受診案内のみ。

　
帰
省
や
初
詣
は
、
交
通
機
関
の
混
雑
に
よ
る
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
帰
省
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
や
ご
家
族
が
お
ら
れ
る
人
は
、
帰
省
前
２
週
間
は

会
食
に
参
加
し
な
い
等
「
コ
ロ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
」
よ
う
、
帰
省
す
る
際
の
注
意
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ
年
末
年
始
の
帰
省
や
初
詣
の
お
願
い

　「
マ
ス
ク
の
着
用
」、「
３
密
の
回
避
」、「
手
洗
い
・
消
毒
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
、
１
億
２
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
１
０
９
億
３
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
２
弾
へ
の
補
助
　
　
　
　
　
　
２
，
６
５
０
万
円

●
子
育
て
応
援
給
付
金
　
町
内
在
住
の
高
校
生
世
代
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
　 

　３
６
５
万
円

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
６
０
７
　

令
和
２
年
度 

矢
掛
町一般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

3 令和２年12月号

Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画（
案
）」※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
　
⑷
電
子
メ
ー
ル
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

健
康
や
か
げ
21・食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

町
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

　
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
件
　「
第
３
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
５
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）」

　
　
　
　
　
　※

計
画
期
間
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度

●
募
集
期
間
　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈫

●
応
募
資
格
　
⑴
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
⑵
町
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
人

●
資
料
閲
覧
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
保
健
福
祉
課
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
提
出
方
法
　
住
所・氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴
郵
　
送
　
〒
７
１
４-

１
２
９
７
　
矢
掛
町
矢
掛
３
０
１
８
番
地
　
役
場
保
健
福
祉
課
あ
て

　
⑵
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
⑶
持
参
　
役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
⑷
電
子
メ
ー
ル（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※

電
話
に
よ
る
質
問
お
よ
び
意
見
提
出
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

　
25
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
勤
続
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

佐藤　登事 氏

会
計
年
度
任
用
職
員
（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
）

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　
認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

※

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
司
　
書
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
立
図
書
館
、
各
小
中
学
校

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
山
野
通
彦
町
長
が
12
月
１
日
、
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
。

山
野
町
長
が

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
に
再
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
、
新

規
就
農
者
の
育
成
な
ど
地
域
振
興
に
資
す
る
先
駆
的
、
模
範

的
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

河上　幸雄 氏

　
現
在
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
誰
で
も
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
や
そ
の
関
係
者
の
詮
索
や
不
当
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
被
害
が
広
ま
る
と
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
症
状
が
出
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
結
果
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
冷
静
で
適
切
な
対
応・行
動
を
と
る
よ
う
心
掛
け
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
人
と
の
距
離
、
３
密
を
避
け
る
、

大
声
を
出
さ
な
い
）

②
寒
い
環
境
で
も
換
気
の
実
施
（
室
温
が
18
℃
以
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
常
時

窓
開
け
）

③
適
度
な
保
湿
（
湿
度
40
％
以
上
を
目
安
に
換
気
を
し
な
が
ら
加
湿
と
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

冬
の
コ
ロ
ナ
対
策

寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
等
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
５
つ
の
場
面
」

場 面 １
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。
ま
た
聴
覚
が

鈍
く
な
り
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い

場 面 ２
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

　
長
時
間
に
お
よ

ぶ
飲
食
、
接
待
を

伴
う
飲
食
、
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
、

短
時
間
の
食
事
に

比
べ
て
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
る

場 面 ３
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、

昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る

場 面 ４
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分

で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る

場 面 ５
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　
仕
事
で
休
憩
時
間
に
入
っ
た
と
き
な
ど
、

居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
る

　
か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
の
人
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
、
対
応
で
き
な
い
時
間
帯
の
場
合
は
、
次
の
ご
連
絡
先
を
参
考
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
や
風
邪
の
と
き
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
に
ご
相
談
を

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係
・
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

発熱や咳、息苦しさなどの症状が出た場合

かかりつけ医がいる場合

感染したかもしれないと不安に思う人

日ごろ受診されている医療機
関に電話でご相談ください

かかりつけ医がいない場合
●受診相談センター
備中保健所井笠支所
●平日　0865（69）1675　

（午前 9時～午後 5時）
●休日　086（226）7925
　（担当医療機関へ転送。午
前 8時～午後 6時）

感染したかもしれないと不安に思う人、感染予防法を知りたい人
などは、ご相談ください

●一般相談窓口
新型コロナコールセンター　086（226）7877
※24時間対応。
　夜間の場合は、健康相談はできません。受診案内のみ。

　
帰
省
や
初
詣
は
、
交
通
機
関
の
混
雑
に
よ
る
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
帰
省
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
や
ご
家
族
が
お
ら
れ
る
人
は
、
帰
省
前
２
週
間
は

会
食
に
参
加
し
な
い
等
「
コ
ロ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
」
よ
う
、
帰
省
す
る
際
の
注
意
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ
年
末
年
始
の
帰
省
や
初
詣
の
お
願
い

　「
マ
ス
ク
の
着
用
」、「
３
密
の
回
避
」、「
手
洗
い
・
消
毒
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
、
１
億
２
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
１
０
９
億
３
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
２
弾
へ
の
補
助
　
　
　
　
　
　
２
，
６
５
０
万
円

●
子
育
て
応
援
給
付
金
　
町
内
在
住
の
高
校
生
世
代
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
　 

　３
６
５
万
円

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
６
０
７
　

令
和
２
年
度 

矢
掛
町一般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）



Information
まちからの

お知らせ

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

「誘客多角化等のための滞在コンテンツ造成」
実証事業を行います。

「誘客多角化等のための滞在コンテンツ造成」
実証事業を行います。

　やかげDMOでは「With コロナ時代」における地域が一体となった新たな生活様式に沿った旅行
スタイルに対応した観光イベントや観光資源の磨き上げを行うため、国（観光庁）の事業を活用し、
実証事業を行います。実証期間・内容は下記の通りで、町民の皆さんにも参加いただける内容とな
っております。なお、期間や内容は一部変更となる場合がありますので最新情報はやかげDMOのホ
ームページ（https://japan-yakage.jp/）をご覧ください。
【実証事業概要】
●実施期間：2021年 1月 8日㈮～2021年 1月 17日㈰【予定】
●事業主旨：コロナ禍でリモートワークが常態化される中、情緒ある町並み矢

掛町で仕事をしながらリゾートライフを満喫する新しい観光ス
タイル（ワーケーション※）の検討を行う。

●内　　容　①宿場町と現代アートがコラボしたアートイベントの実施
　　　　　　②和服の装いでおもてなしをする「和装ウェルカムデー」の実施

③小説の朗読やビジネスに関するトークセッション等をお酒と
一緒に楽しんでいただく「ほろ酔いナイトイベント」の実施

※ワーケーション：「ワーク」（労働）と「バケーション」（休暇）を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワーク（リ
モートワーク）を活用し、働きながら休暇をとる過ごし方。働き方改革や新型コロナウイルス感染症の流行に伴う「新しい日常」
の奨励の一環として位置づけられています。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用 新商品・新メニューを紹介 !新商品・新メニューを紹介 !新商品・新メニューを紹介 !
　町では、アフターコロナに向け、「矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業」を実施しています。同事
業を活用して新たに開発されたメニュー・商品を紹介します。

里い
も

里い
も

最上
干柿

最上
干柿

ピーナ
ッツ

ピーナ
ッツ

①里芋
②12月末頃まで（コースの中で）
③クリームと相性抜群な里芋を使用
したニョッキ
④伊谷屋
⑤伊谷屋　☎（82）2434

①小麦・米・ピーナッツ
②令和 3年 3月末まで
③ピーナッツバターを練り込んだ生
地を使用し、上からピーナッツをた
っぷりトッピングしたマフィン
④「おはよう市（アリオ倉敷）」、「ら
んらん亭（岡山市）」に月 1回納品
⑤河上農園（SNSにて、「河上農園」
で検索 )

①最上干柿
②令和 3年 2月頃まで
③矢掛町産の最上干柿と、岡山県産
のお茶パウダーを使用したチョコレ
ートを合わせた和スイーツ
⑤土井農園　☎（83）0626

「矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業」
●支給金額　５万円／事業者等（1回限り）
●申請期日　令和３年３月１日（月）
■問産業観光課地域振興係　☎（82）1016

（凡例）
　①使用農産物、②販売期間（予定）、③メニュー等の特徴
　④販売場所、⑤お問い合わせ先

ほしがきちょこグリーンティーほしがきちょこグリーンティー ダブルピーナッツマフィンダブルピーナッツマフィン里芋のニョッキ
～クリームソースみそ風味仕立て～
里芋のニョッキ

～クリームソースみそ風味仕立て～

Information
まちからの

お知らせ

令和３年度から適用される税制改正（個人町民税・県民税）

●働き方の多様化を踏まえ、働き方改革を後押しするなどの観点から、給与所得控除および公的年金等控除の控
除額が一律 10 万円引き下げられ、どのような所得にも適用される基礎控除の控除額が 10 万円引き上げられま
す。

1. 給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除へ振替え

●給与所得控除等から基礎控除への振替えに伴い、前年と同じ収入であっても、計算上所得が10万円増加するこ
とに合わせ、配偶者・扶養控除等の所得要件と非課税限度額が10万円引き上げられます。

2. 配偶者・扶養控除等の所得要件と非課税限度額の引き上げ

●給与収入が850万円を超える人の控除額が195万円に引き下げられます。
　なお、23歳未満の扶養親族や特別障がい者である扶養親族等を有する人などには、税金の負担増が生じないよ
う措置が講じられます。

3. 給与所得控除の改正

●公的年金等の収入金額が1,000万円を超える場合、公的年金等控除額は195万 5 千円が上限とされます。
●公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が1,000万円を超える場合、控除額が引き下げられます。

4. 公的年金等控除の改正

●合計所得金額が2,400万円を超えると、その金額に応じて基礎控除額が段階的に減少し、2,500万円を超えると、
基礎控除と調整控除が適用されなくなります。

5. 基礎控除と調整控除の改正

●婚姻歴や性別にかかわらず、生計を同じとする子を有する一定の要件を満たす単身者について、 「ひとり親控
除」（控除額30万円）が適用されます。
●ひとり親に該当しない寡婦については、引き続き寡婦控除として控除額26万円を適用することとし、所得制限
（合計所得金額500万円以下）を設けられます。
　※住民票の続柄に「夫（未届）」、「妻（未届）」の記載がある人は対象外です。

6. 未婚のひとり親に対する税制上の措置および寡婦（寡夫）控除の見直し

給与所得控除

▲10万円

公的年金等控除

▲10万円

必要経費フリーランス請負、
起業等による収入

給　　　与

公的年金等

基礎控除等 （×税率）
税額

給与所得控除から
基礎控除へ振替

＋10万円

※給与所得と年金所得の双方を有する人については、
　片方に係る控除のみが減額されます。

■問町民課住民税係　☎（82）1011　有線 0561
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■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

「誘客多角化等のための滞在コンテンツ造成」
実証事業を行います。

「誘客多角化等のための滞在コンテンツ造成」
実証事業を行います。

　やかげDMOでは「With コロナ時代」における地域が一体となった新たな生活様式に沿った旅行
スタイルに対応した観光イベントや観光資源の磨き上げを行うため、国（観光庁）の事業を活用し、
実証事業を行います。実証期間・内容は下記の通りで、町民の皆さんにも参加いただける内容とな
っております。なお、期間や内容は一部変更となる場合がありますので最新情報はやかげDMOのホ
ームページ（https://japan-yakage.jp/）をご覧ください。
【実証事業概要】
●実施期間：2021年 1月 8日㈮～2021年 1月 17日㈰【予定】
●事業主旨：コロナ禍でリモートワークが常態化される中、情緒ある町並み矢

掛町で仕事をしながらリゾートライフを満喫する新しい観光ス
タイル（ワーケーション※）の検討を行う。

●内　　容　①宿場町と現代アートがコラボしたアートイベントの実施
　　　　　　②和服の装いでおもてなしをする「和装ウェルカムデー」の実施

③小説の朗読やビジネスに関するトークセッション等をお酒と
一緒に楽しんでいただく「ほろ酔いナイトイベント」の実施

※ワーケーション：「ワーク」（労働）と「バケーション」（休暇）を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワーク（リ
モートワーク）を活用し、働きながら休暇をとる過ごし方。働き方改革や新型コロナウイルス感染症の流行に伴う「新しい日常」
の奨励の一環として位置づけられています。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用 新商品・新メニューを紹介 !新商品・新メニューを紹介 !新商品・新メニューを紹介 !
　町では、アフターコロナに向け、「矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業」を実施しています。同事
業を活用して新たに開発されたメニュー・商品を紹介します。

里い
も

里い
も

最上
干柿

最上
干柿

ピーナ
ッツ

ピーナ
ッツ

①里芋
②12月末頃まで（コースの中で）
③クリームと相性抜群な里芋を使用
したニョッキ
④伊谷屋
⑤伊谷屋　☎（82）2434

①小麦・米・ピーナッツ
②令和 3年 3月末まで
③ピーナッツバターを練り込んだ生
地を使用し、上からピーナッツをた
っぷりトッピングしたマフィン
④「おはよう市（アリオ倉敷）」、「ら
んらん亭（岡山市）」に月 1回納品
⑤河上農園（SNSにて、「河上農園」
で検索 )

①最上干柿
②令和 3年 2月頃まで
③矢掛町産の最上干柿と、岡山県産
のお茶パウダーを使用したチョコレ
ートを合わせた和スイーツ
⑤土井農園　☎（83）0626

「矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業」
●支給金額　５万円／事業者等（1回限り）
●申請期日　令和３年３月１日（月）
■問産業観光課地域振興係　☎（82）1016

（凡例）
　①使用農産物、②販売期間（予定）、③メニュー等の特徴
　④販売場所、⑤お問い合わせ先

ほしがきちょこグリーンティーほしがきちょこグリーンティー ダブルピーナッツマフィンダブルピーナッツマフィン里芋のニョッキ
～クリームソースみそ風味仕立て～
里芋のニョッキ

～クリームソースみそ風味仕立て～
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令和３年度から適用される税制改正（個人町民税・県民税）

●働き方の多様化を踏まえ、働き方改革を後押しするなどの観点から、給与所得控除および公的年金等控除の控
除額が一律 10 万円引き下げられ、どのような所得にも適用される基礎控除の控除額が 10 万円引き上げられま
す。

1. 給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除へ振替え

●給与所得控除等から基礎控除への振替えに伴い、前年と同じ収入であっても、計算上所得が10万円増加するこ
とに合わせ、配偶者・扶養控除等の所得要件と非課税限度額が10万円引き上げられます。

2. 配偶者・扶養控除等の所得要件と非課税限度額の引き上げ

●給与収入が850万円を超える人の控除額が195万円に引き下げられます。
　なお、23歳未満の扶養親族や特別障がい者である扶養親族等を有する人などには、税金の負担増が生じないよ
う措置が講じられます。

3. 給与所得控除の改正

●公的年金等の収入金額が1,000万円を超える場合、公的年金等控除額は195万 5 千円が上限とされます。
●公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が1,000万円を超える場合、控除額が引き下げられます。

4. 公的年金等控除の改正

●合計所得金額が2,400万円を超えると、その金額に応じて基礎控除額が段階的に減少し、2,500万円を超えると、
基礎控除と調整控除が適用されなくなります。

5. 基礎控除と調整控除の改正

●婚姻歴や性別にかかわらず、生計を同じとする子を有する一定の要件を満たす単身者について、 「ひとり親控
除」（控除額30万円）が適用されます。
●ひとり親に該当しない寡婦については、引き続き寡婦控除として控除額26万円を適用することとし、所得制限
（合計所得金額500万円以下）を設けられます。
　※住民票の続柄に「夫（未届）」、「妻（未届）」の記載がある人は対象外です。

6. 未婚のひとり親に対する税制上の措置および寡婦（寡夫）控除の見直し

給与所得控除

▲10万円

公的年金等控除

▲10万円

必要経費フリーランス請負、
起業等による収入

給　　　与

公的年金等

基礎控除等 （×税率）
税額

給与所得控除から
基礎控除へ振替

＋10万円

※給与所得と年金所得の双方を有する人については、
　片方に係る控除のみが減額されます。

■問町民課住民税係　☎（82）1011　有線 0561
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子育てサポーターズ通信 Vol.4

　　　『食を通してのふれあいを大切に』

　はじめまして。保健福祉課管理栄養士の安藤です。 
　皆さんは「食育」という言葉をご存じですか ?食育とは「食のさまざまな経験をと
おして、健全な食生活を実践する力を育むこと」です。幼少期の子どもに対する食育は、
子どもたちが生涯にわたり健やかに生きていくにあたり重要な経験になります。お子
さんが小さな時から取り組んでいきましょう。
　お子さんにとって最も身近なご家族が実践できる方法として、「食を通じたコミュ
ニケーション」があります。例えば、家族で食卓を囲み、楽しく食べたり、一緒に料
理をしたり、お店で食材を選んだり、野菜を育てて収穫したりするなど、お子さんに

とっては貴重な経験となります。まずは、できることから始めてみましょう。
　また、さまざまな情報があふれている現代では、食事内容も気になると思います。インターネットやテレ
ビなどの情報はあくまでも目安としてください。まずは、お子さんが健やかに育つこと、食べることが好き
になれることを大事にしてください。そのためには、お子さんだけではなく家族の食事が大切です。食事の
時間やバランスのとれた内容であるかなど、一度見直してみましょう。
　困ったことや気になることがありましたら、育児相談（月 1 回 : 管理栄養士、保健師、助産師への相談）
の機会を利用したり、お子さんの通うこども園や保育園、学校での様子を聞いてみたりすることもいいです
ね。保健福祉課の窓口や電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

■問保健福祉課　☎（82）1013

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
高
額
な

水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管

の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所
に

あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
。

②
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上
ま
で

完
全
に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し

の
毛
布
や
布
切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、
保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ

た
部
分
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
て
、ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。（
急

に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を
傷
め
る
こ

と
が
あ
る
）

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た

部
分
を
布
や
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修
理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

•
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、
漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
も
止
水
栓
を
閉
め
る
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係
　☎（
��
）０
１
７
３
　有
線
０
５
７
０

保温材

ビニール
テープ

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

育てよう
思いやりの心 支え愛
　私たちの周りにはいろいろな人が
います。
◦独り言を言う人
◦物忘れが多い人
◦�本を読んだり、字を書いたりする
ことが苦手な人
◦�お店でお金を払うのに時間がかか
る人
◦長い時間、話が聞けない人
　誰にでも苦手なことがあります。
決してわざとしているのではありま
せん。困っていることは何か、どの
ように助けたらよいのか、相手にやさ
しく聞いてみてください。場合によって
は待つことも必要です。共生社会を目指
し、お互いを思い合い支えあっていきま
しょう。

　今年度の県下の児童生徒人権啓発ポスターを募集したと
ころ、矢掛町内では82点(県下で20,679点)の応募がありま
した。その中から、野口優菜さん（川面小学校5年生）の作
品が県の審査で、岡山県知事賞を受賞しました。

川面小学校5年
野 口 優 菜さん

岡山県知事賞受賞
おめでとうございます !

令和2年度児童生徒人権啓発ポスター

6令和２年12月号
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　　　『食を通してのふれあいを大切に』

　はじめまして。保健福祉課管理栄養士の安藤です。 
　皆さんは「食育」という言葉をご存じですか ?食育とは「食のさまざまな経験をと
おして、健全な食生活を実践する力を育むこと」です。幼少期の子どもに対する食育は、
子どもたちが生涯にわたり健やかに生きていくにあたり重要な経験になります。お子
さんが小さな時から取り組んでいきましょう。
　お子さんにとって最も身近なご家族が実践できる方法として、「食を通じたコミュ
ニケーション」があります。例えば、家族で食卓を囲み、楽しく食べたり、一緒に料
理をしたり、お店で食材を選んだり、野菜を育てて収穫したりするなど、お子さんに

とっては貴重な経験となります。まずは、できることから始めてみましょう。
　また、さまざまな情報があふれている現代では、食事内容も気になると思います。インターネットやテレ
ビなどの情報はあくまでも目安としてください。まずは、お子さんが健やかに育つこと、食べることが好き
になれることを大事にしてください。そのためには、お子さんだけではなく家族の食事が大切です。食事の
時間やバランスのとれた内容であるかなど、一度見直してみましょう。
　困ったことや気になることがありましたら、育児相談（月 1 回 : 管理栄養士、保健師、助産師への相談）
の機会を利用したり、お子さんの通うこども園や保育園、学校での様子を聞いてみたりすることもいいです
ね。保健福祉課の窓口や電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

■問保健福祉課　☎（82）1013

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
高
額
な

水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管

の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所
に

あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
。

②
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上
ま
で

完
全
に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し

の
毛
布
や
布
切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、
保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ

た
部
分
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
て
、ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。（
急

に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を
傷
め
る
こ

と
が
あ
る
）

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た

部
分
を
布
や
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修
理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

•
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、
漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
も
止
水
栓
を
閉
め
る
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係
　☎︵
�2
︶０
１
７
３
　有
線
０
５
７
０

保温材

ビニール
テープ

◦
公
共
施
設

◦
役
場
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・

交
付
事
務
は
12
月
29
日
㈫
～
１
月

３
日
㈰
の
間
は
お
休
み
で
す
。

◦
矢
掛
病
院
の
休
業
日
は
、
当
直

対
応
と
な
り
ま
す
。

◦
衛
生
業
務

◦
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収

集
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り
は

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
業
者
へ
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

12/28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1/1
（金）

2
（土）

3
（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

役　　　　　　　 場 休 休 休 休 休 休
矢 掛 病 院 休 当 休 当 休 休
やかげ文化センター
町 立 図 書 館 休 休 休 休 休 休 休 休

農村環境改善センター 休 休 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休
子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休
健康管理センター
トレーニングルーム 休 休 休 休 休 休 休 休

海 洋 セ ン タ ー 休 休 休 休 休 休 休 休 休
町 総 合 運 動 公 園 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ郷土美術館 休 休 休 休 休 休 休 休
旧 矢 掛 本 陣 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ 町 家 交 流 館 休 休 休 休
矢 掛 屋
水車の里フルーツトピア 午後休 休 休 休 休 午前11時〜

午後 4時営業

はなしの里憩いの館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

搬入時間　井原クリーンセンター　　午前 9時〜午後 4時
　　　　　井笠広域資源化センター　午前 9時〜正午
　　　　　　※1　第 4日曜日実施、午前 8時30分〜正午・午後 1時〜 3時
　　　　　ガレキ類　※2　午前 9時〜午後 4時

◦公共施設

12/
27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

12/31（木）
〜1/3（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

廃
棄
物
の

直
接
搬
入

可 燃 物　井原クリーンセンター 休 休 休
不 燃 物　井笠広域資源化センター ※1 休 休 休 休 休 休
ガレキ類　㈱アースクリエイト　☎（82）3031 休 ※2 休 休 休 休 休 休

浄
化
槽

し
　尿

矢掛美環産業㈱　☎（82）3200　有線 8718 休 休 休 休 休 休
柏 本 産 業 ㈲　☎（83）1333　有線 9657 休 休 休 休 休

◦衛生業務 ■休＝休業日

■休＝休業日　■当＝当番医

年
末
年
始
の
公
共
施
設
等
の

開

業

・
休

業

日
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　　　『食を通してのふれあいを大切に』

　はじめまして。保健福祉課管理栄養士の安藤です。 
　皆さんは「食育」という言葉をご存じですか ?食育とは「食のさまざまな経験をと
おして、健全な食生活を実践する力を育むこと」です。幼少期の子どもに対する食育は、
子どもたちが生涯にわたり健やかに生きていくにあたり重要な経験になります。お子
さんが小さな時から取り組んでいきましょう。
　お子さんにとって最も身近なご家族が実践できる方法として、「食を通じたコミュ
ニケーション」があります。例えば、家族で食卓を囲み、楽しく食べたり、一緒に料
理をしたり、お店で食材を選んだり、野菜を育てて収穫したりするなど、お子さんに

とっては貴重な経験となります。まずは、できることから始めてみましょう。
　また、さまざまな情報があふれている現代では、食事内容も気になると思います。インターネットやテレ
ビなどの情報はあくまでも目安としてください。まずは、お子さんが健やかに育つこと、食べることが好き
になれることを大事にしてください。そのためには、お子さんだけではなく家族の食事が大切です。食事の
時間やバランスのとれた内容であるかなど、一度見直してみましょう。
　困ったことや気になることがありましたら、育児相談（月 1 回 : 管理栄養士、保健師、助産師への相談）
の機会を利用したり、お子さんの通うこども園や保育園、学校での様子を聞いてみたりすることもいいです
ね。保健福祉課の窓口や電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

■問保健福祉課　☎（82）1013

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
高
額
な

水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管

の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所
に

あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
。

②
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上
ま
で

完
全
に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し

の
毛
布
や
布
切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、
保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ

た
部
分
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
て
、ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。（
急

に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を
傷
め
る
こ

と
が
あ
る
）

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た

部
分
を
布
や
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修
理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

•
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、
漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
も
止
水
栓
を
閉
め
る
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係
　☎（
��
）０
１
７
３
　有
線
０
５
７
０

保温材

ビニール
テープ

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

育てよう
思いやりの心 支え愛
　私たちの周りにはいろいろな人が
います。
◦独り言を言う人
◦物忘れが多い人
◦�本を読んだり、字を書いたりする
ことが苦手な人

◦�お店でお金を払うのに時間がかか
る人

◦長い時間、話が聞けない人
　誰にでも苦手なことがあります。
決してわざとしているのではありま
せん。困っていることは何か、どの
ように助けたらよいのか、相手にやさ
しく聞いてみてください。場合によって
は待つことも必要です。共生社会を目指
し、お互いを思い合い支えあっていきま
しょう。

　今年度の県下の児童生徒人権啓発ポスターを募集したと
ころ、矢掛町内では82点(県下で20,679点)の応募がありま
した。その中から、野口優菜さん（川面小学校5年生）の作
品が県の審査で、岡山県知事賞を受賞しました。

川面小学校5年
野 口 優 菜さん

岡山県知事賞受賞
おめでとうございます !

令和2年度児童生徒人権啓発ポスター

Information
まちからの

お知らせ

子育てサポーターズ通信 Vol.4

　　　『食を通してのふれあいを大切に』

　はじめまして。保健福祉課管理栄養士の安藤です。 
　皆さんは「食育」という言葉をご存じですか ?食育とは「食のさまざまな経験をと
おして、健全な食生活を実践する力を育むこと」です。幼少期の子どもに対する食育は、
子どもたちが生涯にわたり健やかに生きていくにあたり重要な経験になります。お子
さんが小さな時から取り組んでいきましょう。
　お子さんにとって最も身近なご家族が実践できる方法として、「食を通じたコミュ
ニケーション」があります。例えば、家族で食卓を囲み、楽しく食べたり、一緒に料
理をしたり、お店で食材を選んだり、野菜を育てて収穫したりするなど、お子さんに

とっては貴重な経験となります。まずは、できることから始めてみましょう。
　また、さまざまな情報があふれている現代では、食事内容も気になると思います。インターネットやテレ
ビなどの情報はあくまでも目安としてください。まずは、お子さんが健やかに育つこと、食べることが好き
になれることを大事にしてください。そのためには、お子さんだけではなく家族の食事が大切です。食事の
時間やバランスのとれた内容であるかなど、一度見直してみましょう。
　困ったことや気になることがありましたら、育児相談（月 1 回 : 管理栄養士、保健師、助産師への相談）
の機会を利用したり、お子さんの通うこども園や保育園、学校での様子を聞いてみたりすることもいいです
ね。保健福祉課の窓口や電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

■問保健福祉課　☎（82）1013
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な
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①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
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。
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寒
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12/28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1/1
（金）

2
（土）

3
（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

役　　　　　　　 場 休 休 休 休 休 休
矢 掛 病 院 休 当 休 当 休 休
やかげ文化センター
町 立 図 書 館 休 休 休 休 休 休 休 休

農村環境改善センター 休 休 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休
子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休
健康管理センター
トレーニングルーム 休 休 休 休 休 休 休 休

海 洋 セ ン タ ー 休 休 休 休 休 休 休 休 休
町 総 合 運 動 公 園 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ郷土美術館 休 休 休 休 休 休 休 休
旧 矢 掛 本 陣 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ 町 家 交 流 館 休 休 休 休
矢 掛 屋
水車の里フルーツトピア 午後休 休 休 休 休 午前11時〜

午後 4時営業

はなしの里憩いの館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

搬入時間　井原クリーンセンター　　午前 9時〜午後 4時
　　　　　井笠広域資源化センター　午前 9時〜正午
　　　　　　※1　第 4日曜日実施、午前 8時30分〜正午・午後 1時〜 3時
　　　　　ガレキ類　※2　午前 9時〜午後 4時

◦公共施設

12/
27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

12/31（木）
〜1/3（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

廃
棄
物
の

直
接
搬
入

可 燃 物　井原クリーンセンター 休 休 休
不 燃 物　井笠広域資源化センター ※1 休 休 休 休 休 休
ガレキ類　㈱アースクリエイト　☎（82）3031 休 ※2 休 休 休 休 休 休

浄
化
槽

し
　尿

矢掛美環産業㈱　☎（82）3200　有線 8718 休 休 休 休 休 休
柏 本 産 業 ㈲　☎（83）1333　有線 9657 休 休 休 休 休

◦衛生業務 ■休＝休業日

■休＝休業日　■当＝当番医

年
末
年
始
の
公
共
施
設
等
の

開

業

・
休

業

日
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町地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

1月の健康カレンダー

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

健康・子育て・こころ

受付：午後０時４０分～（２部制）
開催：午後１時～  6日㈬ 2歳児歯科健康診査

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～
受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～

14日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

21日㈭ 栄養改善教室

20日㈬ 育児相談

22日㈮ こころの健康相談
※精神科医による来所相談。原則予約制。

受付・開催と　き 内　　　容休日当番医

  1日㈮/（年始）
  2日㈯/（年始）
  3日㈰/（年始）

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２１水川内科医院
10日㈰ ☎(82)０２０２山縣内科医院

☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

※2歳児歯科健康診査・すこやか育児学級・育児相談の会場は、
老人福祉センターです。

広がる  １００歳体操の輪！！

11日㈪/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
17日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
24日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
31日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

開催：午後２時３０分～４時

開催：午前９時３０分～午後１時

　100歳体操とは、矢掛町の介護予防事業の一つで、重りを使って行う体操のことです。週1回以上の実施で
筋力アップや体力向上などさまざまな効果を実感できます。各地区で実施するグループが増えています。

こうど愛あい（小田）こうど愛あい（小田）

川　面 矢　掛

中　川中　川

オアシス（矢掛）

ふれあい広場（三谷）

●転びにくくなった
●畑仕事が前より楽にできるようになった
●膝や肩の痛みが楽になった
●地域の顔なじみが増え、地区の情報がよく入るよう
　になった
●他の活動にも参加するようになり、交流が増え、生
　活にハリができた

100歳体操の効果（参加者の声）

3人以上の人が集まれば、
実施可能です！
気心知れた仲間と100歳
体操に取り組んでみませ
んか？

8令和２年12月号



町地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

1月の健康カレンダー

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

健康・子育て・こころ

受付：午後０時４０分～（２部制）
開催：午後１時～  6日㈬ 2歳児歯科健康診査

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～
受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～

14日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

21日㈭ 栄養改善教室

20日㈬ 育児相談

22日㈮ こころの健康相談
※精神科医による来所相談。原則予約制。

受付・開催と　き 内　　　容休日当番医

  1日㈮/（年始）
  2日㈯/（年始）
  3日㈰/（年始）

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２１水川内科医院
10日㈰ ☎(82)０２０２山縣内科医院

☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

※2歳児歯科健康診査・すこやか育児学級・育児相談の会場は、
老人福祉センターです。

広がる  １００歳体操の輪！！

11日㈪/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
17日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
24日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
31日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

開催：午後２時３０分～４時

開催：午前９時３０分～午後１時

　100歳体操とは、矢掛町の介護予防事業の一つで、重りを使って行う体操のことです。週1回以上の実施で
筋力アップや体力向上などさまざまな効果を実感できます。各地区で実施するグループが増えています。

こうど愛あい（小田）こうど愛あい（小田）

川　面 矢　掛

中　川中　川

オアシス（矢掛）

ふれあい広場（三谷）

●転びにくくなった
●畑仕事が前より楽にできるようになった
●膝や肩の痛みが楽になった
●地域の顔なじみが増え、地区の情報がよく入るよう
　になった
●他の活動にも参加するようになり、交流が増え、生
　活にハリができた

100歳体操の効果（参加者の声）

3人以上の人が集まれば、
実施可能です！
気心知れた仲間と100歳
体操に取り組んでみませ
んか？
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100歳おめでとうございます

スタインウェイピアノの音色に聴き惚れる

　１１月１７日、 阿
あ べ
部唯
ただ
士
し
さん（矢

掛）が100歳のお誕生日を迎え
られました。
　阿部さんの長寿の秘訣は、自
然のままに暮らし、ストレスをた
めないことだそうです。

　１１月29日、やかげ文化セン
ターで「第21回スタインウェイ
ピアノリレーコンサート」が行わ
れ、126人が参加。世界の名機
で日頃の練習の成果を披露しま
した。

まちのわだい
オリパラホストタウン事業
車いす陸上選手が町のバリアフリーを視察
　11月17日・18日、東京パラリンピック出場を目
指す車いす陸上の松永仁志氏と生馬知季氏が、矢掛
町を訪れ観光・運動施設のバリアフリー化を視察し
ました。
　これは、オリンピック・パラリンピックの開催や、
道の駅の完成が近づく中で、障がいをもつ人も不便
なく観光ができる共生社会を目指して町が企画。旧
矢掛本陣や美術館のほか、町総合運動公園やB&G海
洋センターなど、運動施設を訪問しました。
　出入り口に段差がある旧矢掛本陣を視察し、松永
氏は「取り外し可能なスロープを準備しておくこと
など、文化・歴史を大事にしつつお互いに歩み寄る
ことが重要」と話すと同時に「機会があれば矢掛で
体を動かしたい」と快適に利用できる施設が矢掛町
にはあると話しました。

　12月 5日、旧マルナカ矢掛本陣跡地で「やかげま
るごと！Go To商店街」が開催されました。
　このイベントは、新型コロナウイルス感染症の影響
を受けている観光・飲食業などの需要を喚起し、商店
街や地域の活性化につなげることを目的に一般社団法
人やかげまるごと商店街振興会が企画・運営。
　備中神楽やキッズダンスなどのイベントのほか、地
元企業や地場産品、飲食店などの30店舗を超えるブ
ースが軒を連ねました。訪れた人は、久しぶりのイベ
ントを楽しみ、矢掛町の魅力に触れました。
　当日は、会場入口で検温を行い、手指消毒やマスク
着用など、新型コロナ対策を徹底。来場者の協力のも
と、大勢の人で賑わいました。　

↑さまざまなブースを楽しむ参加者たち

川面小１年生が保育園・こども園児と交流
　10月 30日、川面小学校で令和3年度川面小へ入
学予定の園児（中川保育園・小田保育園・矢掛認定こ
ども園）と、川面小１年生が交流活動を行いました。
　この交流活動は、円滑な入学に向けて、入学予定の
小学校の様子を知ることを目的に実施しており、町内
の全小学校において行っています。
　この日は一緒にマラカスを作ったり歌を歌ったり
し、会の最後には、１年生が育てたアサガオの種が園
児にプレゼントされ、来年の入学をお互い楽しみにし
ているようでした。

↑手作りのマラカスを手に、童謡「アイアイ」を歌う園児たち

↑旧矢掛本陣を視察する松永氏と生馬氏

にぎわい復活へ やかげの魅力が集合



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　今年1年を振り返る12月、コロナの感染症拡大防止策
として図書館も1か月余りの休館、短時間での貸出等、さ

まざまな利用制限により利用者の皆さんには大変ご不便をおかけした1年でした。そんな中
でも読み聞かせグループの絵本の会「ゆめ」の皆さんが文部科学大臣表彰を受けられたこと
は明るい話題になりました。来年はコロナが収束することを願うばかりです。利用者の皆さ
んには図書館の本を手元に置き、読書や趣味に没頭する時間で少しでもコロナのことを忘れ
て過ごしていただけたらうれしく思います。来年もどうぞよろしくお願いいたします。

カウンターからの情景

図書館のイベント

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　矢掛は、古くは吉備真備公ゆかりの地として都と大宰府を結ぶ
大路があり、江戸時代には山陽道有数の宿場町として繁栄し、豊
かな文化が育まれ、受け継がれてきました。歴史的な風土と自然
に恵まれ、今日までに多くの優れた芸術家を輩出しています。
　本展では、矢掛にゆかりのある作家たちの貴重な作品を一堂に
展示します。この展覧会が、地域の芸術文化へのさらなる見識を
深める機会となれば幸いです。

【同時公開】
　ピカソの絵のあるワイシャツと絵皿展

　　　　　　　開館30周年記念 特別企画展「矢掛ゆかりの作家展」
　　　　　　　 　 　 　 　 　 会期／令和 3年 1月 5日（火）〜 2月28日（日）

みんな集まれ！

おはなしらんど
◆と　き　12月26日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�絵本の会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽
しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　毎月１回
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合がありま
すのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。
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郷土にゆかりのある本

矢掛町内の人の作品が載っています。ぜひ、ご覧くだ
さい。

「現代生活語詩集2020　わが街、わが村、わが郷土」
　全国生活語詩の会／編　竹林館／発行

「岡山文芸 第123号」
県内の皆さんの小説・エッセイ・詩などの文芸作品を
紹介する冊子で、123号は矢掛町内の人の作品が載っ
ています。ぜひ、ご覧ください。

町民ギャラリー　　　　　　　

◆やの会　美術展　　　　　　1 月   5 日（火）〜 11 日（月・祝）

◆暮らしの書　年賀状展　　   1 月 14 日（木）〜 17 日（日）

12 月 22 日（火）〜 27 日（日）　　 展示替えのため常設展示室は休室
12 月 28 日（月）〜 1 月 4 日（月）　年末年始休館日

＊入場無料

片岡銀蔵「初冬高通（矢掛）」

お知らせ

10令和２年12月号

美
術
館
短
歌
講
座
十
一
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

「
椰
子
の
実
」を
口く

ち

遊づ
さ

み
つ
つ
落
葉
掃
く
コ
ロ
ナ
禍

続
き
て
ま
ま
な
ら
ぬ
旅
行�

坂
川
須
磨
子

し
な
や
か
に
色
づ
き
そ
め
し
二
連
な
る
干
し
柿
ゆ

る
る
我
が
家
の
庭
に�
杉
本
萬
壽
子

当
番
の
摩
利
支
天
様
の
祭
典
に
果
物
を
祭
り
接
待

な
せ
り�

鳥
越

　信
子

水
害
の
庭
の
八
朔
が
語
り
か
く
が
ん
ば
つ
た
よ
と

揚
羽
寄
せ
つ
つ�

今
井

　京
子

見
上
ぐ
れ
ば
朱
き
柿
の
実
と
黒
き
枝
空
の
キ
ャ
ン

バ
ス
に
描
き
た
る
や
う
な�

木
口
　員
子

大
方
は
裸
木
と
な
り
し
柿
の
木
の
垂
れ
た
る
枝
に

朱
き
実
た
わ
わ�

谷
口

　節
子

石せ
き

榴り
ゅ
うの
実
を
見
る
度
に
思
ふ
こ
と
小
さ
き
ル
ビ
ー

の
母
の
指
輪
よ�

杉
本

　清
子

豊
か
な
る
果
物
実
る
地
に
住
む
を
宝
と
思
ひ
年
重

ね
ゆ
く�

浅
田

　英
子

こ
の
年
も
母
逝
き
し
月
の
近
づ
き
ぬ
銀
木
犀
の
ほ

の
と
た
つ
季と

き�

峰
山

　祥
子

柿
の
木
の
下
に
群
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
花
が
揺
れ

れ
ば
わ
が
夢
広
が
る�

団
迫

　慶
子

干
し
柿
に
せ
む
と
朝
々
数
ふ
れ
ど
七
個
の
ま
ま
な

り
七
個
つ
く
ら
む�

谷
許

　靖
子

無
花
果
の
甘
さ
知
り
た
る
足
長
蜂
秋
天
に
向
け
飛

び
て
ゆ
き
た
り�

藤
丸
多
美
子

西
条
柿
の
熟づ

く
し柿

を
食
べ
し
わ
が
祖
母
は
笑
み
を
う

か
べ
て
植
ゑ
し
人
を
誉
む�

石
川
　智
子

撓を
を

る
ほ
ど
生
り
た
る
蜜
柑
が
朝
の
日
に
輝
り
を
り

今
日
も
頑
張
ら
う
と
思
ふ�

選
　者
　詠

      まつもとこう た

松本幸大くん（矢掛）
（R1 年12月１日生まれ）
幸大、生まれてきてくれてあ
りがとう

　 ふじおか　　りん

藤岡　凛くん（東川面）
（R1年12月23日生まれ）
すくすくと明るく元気に育っ
てね！！

　よしおか

吉岡つばさちゃん（中）
（R1年12月18日生まれ）
笑顔を大切に
明るく元気に育ってね☆

  もりわき  ま    ゆ

森脇茉優ちゃん（東三成）
（R1 年12 月15日生まれ）

☆みんなの宝物☆
元気に大きくなってね

読者のひろば
みんな集まれ！

見
え
ざ
る
も
水
の
音
か
な
冬
ざ
く
ら�

片
岡

　朋
子

し
ぐ
れ
き
て
棟
上
げ
急
か
す
槌
の
音�

鹿
嶋

　克
美

冬
至
柚
子
宿
場
通
り
の
平
格
子�

坪
井

　篤
子

山
茶
花
や
俳
人
ひ
と
り
野
に
溶
け
て�

黒
井

　琴
恵

残
業
と
嘘
つ
く
帰
宅
そ
ぞ
ろ
寒
ム�

橋
本
よ
し
子

秋
の
夜
の
お
も
ひ
が
紙
に
文
と
な
り�

原
　啄
木
鳥

来
て
は
去
り
ま
た
く
る
峡
の
夕
時
雨�

新
谷

　京
子

大
銀
杏
散
る
に
間
の
あ
る
萌
黄
か
な�

岡
田

　哲
郎

散
り
紅
葉
亡
夫
と
歩
き
し
並
木
道�

中
田

　千
穂

す
だ
ち
取
る
足
腰
伸
ば
し
手
を
伸
ば
し�

池
野
　峯
子

枯
蟷
螂
こ
の
世
の
端
を
見
て
ゐ
た
り�

選
　者
　吟

何
年
も
先
よ
り
明
日
の
安
息
日�

溝
口
　豊
和

傷
口
を
舐
め
合
っ
て
い
る
待
合
室�

池
田

　信
夫

体
調
を
測
る
石
段
宮
の
坂�

江
尻

　容
子

陽
を
拝
み
星
に
祈
っ
て
黄
昏
る�

田
中

　
　恵

親
族
の
延
命
有
無
に
ペ
ン
止
ま
る�

池
田
た
か
子

ぐ
う
た
ら
が
食
べ
る
こ
と
だ
け
マ
メ
に
す
る�

鈴
木

　な
つ

二
日
酔
い
知
っ
て
て
や
め
ぬ
梯
子
酒�

山
縣
の
ぶ
子

く
り
か
え
し
ノ
ー
ト
に
書
い
た
あ
い
う
え
お�

森
本
か
の
こ

わ
た
し
に
は
エ
ス
テ
の
チ
ラ
シ
な
ぜ
呉
れ
ん�

山
元
と
も
え

ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
た
だ
の
紙�

内
田
と
み
子

お
喋
り
を
し
な
い
ラ
ン
チ
の
薄
い
味�

選
　者
　吟

文
化
協
会
川
柳
十
一
月
作
品�

�

紫

　し
め
の
選

お
詫
び
と
訂
正
　11
月
号
で
掲
載
し
た
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
氏
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
髙
岡
郁
翔
く
ん
」
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

文
化
協
会
俳
句
十
一
月
作
品�

笹
井

　愛
選

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
〔第57回　チガヤ〕
チガヤは定期的
に草刈りが行わ
れている河川や
ため池の堤防な
どに生えていて、
治水や生態系の
面でも重要な植
物です。方言で
は「じゅんべ」と
呼ばれ、花が咲
く前の白い穂は柔らかくてほんのり甘く、かつて
はガムのようにか噛む子供もいました。葉を裂き
引っ張って飛ばす遊びもあります。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

川土手のチガヤ 葉を飛ばす遊び

※チガヤで遊ぶ際には安全面に配慮してください。



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　今年1年を振り返る12月、コロナの感染症拡大防止策
として図書館も1か月余りの休館、短時間での貸出等、さ

まざまな利用制限により利用者の皆さんには大変ご不便をおかけした1年でした。そんな中
でも読み聞かせグループの絵本の会「ゆめ」の皆さんが文部科学大臣表彰を受けられたこと
は明るい話題になりました。来年はコロナが収束することを願うばかりです。利用者の皆さ
んには図書館の本を手元に置き、読書や趣味に没頭する時間で少しでもコロナのことを忘れ
て過ごしていただけたらうれしく思います。来年もどうぞよろしくお願いいたします。
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亡
夫
と
歩
き
し
並
木
道�

中
田
　千
穂

す
だ
ち
取
る
足
腰
伸
ば
し
手
を
伸
ば
し�

池
野
　峯
子

枯
蟷
螂
こ
の
世
の
端
を
見
て
ゐ
た
り�
選
　者
　吟

何
年
も
先
よ
り
明
日
の
安
息
日�

溝
口

　豊
和

傷
口
を
舐
め
合
っ
て
い
る
待
合
室�

池
田

　信
夫

体
調
を
測
る
石
段
宮
の
坂�

江
尻

　容
子

陽
を
拝
み
星
に
祈
っ
て
黄
昏
る�

田
中

　
　恵

親
族
の
延
命
有
無
に
ペ
ン
止
ま
る�

池
田
た
か
子

ぐ
う
た
ら
が
食
べ
る
こ
と
だ
け
マ
メ
に
す
る�

鈴
木

　な
つ

二
日
酔
い
知
っ
て
て
や
め
ぬ
梯
子
酒�

山
縣
の
ぶ
子

く
り
か
え
し
ノ
ー
ト
に
書
い
た
あ
い
う
え
お�

森
本
か
の
こ

わ
た
し
に
は
エ
ス
テ
の
チ
ラ
シ
な
ぜ
呉
れ
ん�

山
元
と
も
え

ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
た
だ
の
紙�

内
田
と
み
子

お
喋
り
を
し
な
い
ラ
ン
チ
の
薄
い
味�

選
　者
　吟

文
化
協
会
川
柳
十
一
月
作
品�

�

紫

　し
め
の
選

お
詫
び
と
訂
正
　11
月
号
で
掲
載
し
た
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
氏
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
髙
岡
郁
翔
く
ん
」
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

文
化
協
会
俳
句
十
一
月
作
品�

笹
井

　愛
選

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
〔第57回　チガヤ〕
チガヤは定期的
に草刈りが行わ
れている河川や
ため池の堤防な
どに生えていて、
治水や生態系の
面でも重要な植
物です。方言で
は「じゅんべ」と
呼ばれ、花が咲
く前の白い穂は柔らかくてほんのり甘く、かつて
はガムのようにか噛む子供もいました。葉を裂き
引っ張って飛ばす遊びもあります。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

川土手のチガヤ 葉を飛ばす遊び

※チガヤで遊ぶ際には安全面に配慮してください。

11 令和２年12月号



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,945 人（－33） 
　男　     6,697 人（－19） 
　女　     7,248 人（－14）
世帯数　  5,490世帯（－13）

令和２年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

陸
海
空
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。

◦
募
集
種
目
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
資

格
取
得
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
「
自
衛
官

候
補
生
」

◦
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
男
女
問
わ
ず
）

◦
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
試
験
日
　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

矢
掛
町
消
防
団
年
末
夜
警
の
中
止
に
つ
い
て

　
12
月
28
日
～
30
日
に
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
消
防
団
年
末
夜

警
は
消
防
団
で
協
議
の
結
果
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３■問

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
　
高

梁
地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
気
分
が
落
ち
込
む
、
眠
れ
な
い
、

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
、
職
場
や
学
校
な

ど
の
人
間
関
係
の
悩
み
、
ひ
き
こ
も

り
や
思
春
期
に
関
す
る
問
題
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
問
題
等
に
つ
い

て
、専
門
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

本
人
、
家
族
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と
　き
　
１
月
22
日
㈮
　
午
後
２

時
30
分
～
４
時
（
※
原
則
、予
約
制
）

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
町
役
場

◦
相
談
料
　
無
料

◦
相
談
員
　
も
も
の
里
病
院

　
　
　
　
　
　
田
岡
秀
樹
医
師

■問
備
中
保
健
所
井
笠
支
所
　
保
健
対

策
班

☎
０
８
６
５（
69
）１
６
７
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
12
月
25
日
㈮
、
１
月
22

日
㈮
、
29
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
申
　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
の
開
設
日
は
、
通

常
期
と
開
設
時
期
が
一
部
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
１
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

相

　
　談

募

　
　集

12令和２年12月号

information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,945 人（－33） 
　男　     6,697 人（－19） 
　女　     7,248 人（－14）
世帯数　  5,490世帯（－13）

令和２年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
１
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
１
月
４
日
㈪
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
１
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬・

20
日
㈬
・
27
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
1
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

お
酒
の
量
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　
年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会

が
普
段
よ
り
も
多
く
な
り
が
ち
な
時

期
で
す
。
適
量
飲
酒
を
心
が
け
、
充

実
し
た
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

◦
節
度
あ
る
飲
酒
と
は
？

◦
一
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ

程
度
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
ビ

ー
ル
５
０
０
㎖
（
１
本
）、
日
本
酒

（
１
合
）、
チ
ュ
ウ
ハ
イ（
７
％
）３
５

０
㎖
（
1
本
）、
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ

ル
（
１
杯
）
な
ど
に
相
当
し
ま
す
。

◦
女
性
や
高
齢
者
は
飲
酒
量
を
少
な

く
し
、
妊
娠
・
授
乳
中
の
人
は
飲
酒

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
お
酒
の
量

　
１
日
の
飲
酒
量
が
「
節
度
あ
る
飲

酒
」
の
３
倍
以
上
に
な
る
と
飲
み
す

ぎ
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
警
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
飲
ん
で
は
い
け
な
い
状
況
で
飲

ん
で
し
ま
う
」、「
気
づ
け
ば
酔
い
つ

ぶ
れ
て
い
る
」、「
身
体
を
壊
し
て
い

る
の
に
お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
よ
う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
「
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
い
」
状
態
で
す
。
習
慣
的
に
お

酒
を
飲
ん
で
い
れ
ば
、
誰
で
も
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
意
志
の
強
さ
や
性
格
の
問

題
で
は
な
く
、
依
存
症
の
回
復
方
法

は
断
酒
（
酒
を
一
切
飲
ま
な
い
）
を

続
け
る
こ
と
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
専
門
治

療
や
支
援
、
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
参

加
で
、
回
復
と
社
会
復
帰
が
可
能
な

病
気
で
す
。ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
窓
口
（
岡
山
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
メ
ン
タ

ル
セ
ン
タ
ー
岡
山

☎
０
８
６（
２
１
０
）０
８
５
０

（
医
療
機
関
）
岡
山
県
精
神
科
医
療

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６（
２
２
５
）３
８
２
１

有料広告

お
知
ら
せ

　農業者年金は、自分
で積み立てた保険料を
将来、年金として自分
が受け取ることができ
ます。
　加入と脱退は自由にでき、加入している
間に積み立てた保険料は、原則65歳から
終身で支給されます。仮に80歳より前に
亡くなった場合でも、80歳までに受け取
るはずであった年金額を遺族の人が一時金
として受け取ることが可能です。
　また、農業者年金の保険料は、その全額
が社会保険料控除の対象となり（所得税・住
民税から保険料の15％〜30％程度が節税
できます）、さらに年金として受け取る際
にも公的年金等の合計120万円までが非課
税となり、税金の優遇措置を受けられます。
　保険料額は、２万円から６万７千円まで
の間で千円単位で自由に設定できます。
■問 農業委員会事務局（産業観光課内）
　 ☎（82）1016　有線0552

知って得する！
　農業者年金①（全2回）



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,945 人（－33） 
　男　     6,697 人（－19） 
　女　     7,248 人（－14）
世帯数　  5,490世帯（－13）

令和２年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

陸
海
空
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。

◦
募
集
種
目
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
資

格
取
得
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
「
自
衛
官

候
補
生
」

◦
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
男
女
問
わ
ず
）

◦
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
試
験
日
　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

矢
掛
町
消
防
団
年
末
夜
警
の
中
止
に
つ
い
て

　
12
月
28
日
～
30
日
に
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
消
防
団
年
末
夜

警
は
消
防
団
で
協
議
の
結
果
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３■問

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
　
高

梁
地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
気
分
が
落
ち
込
む
、
眠
れ
な
い
、

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
、
職
場
や
学
校
な

ど
の
人
間
関
係
の
悩
み
、
ひ
き
こ
も

り
や
思
春
期
に
関
す
る
問
題
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
問
題
等
に
つ
い

て
、専
門
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

本
人
、
家
族
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と

　き
　
１
月
22
日
㈮
　
午
後
２

時
30
分
～
４
時
（
※
原
則
、予
約
制
）

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
町
役
場

◦
相
談
料
　
無
料

◦
相
談
員
　
も
も
の
里
病
院

　
　
　
　
　
　
田
岡
秀
樹
医
師

■問
備
中
保
健
所
井
笠
支
所
　
保
健
対

策
班

☎
０
８
６
５（
69
）１
６
７
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
12
月
25
日
㈮
、
１
月
22

日
㈮
、
29
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
申

　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
の
開
設
日
は
、
通

常
期
と
開
設
時
期
が
一
部
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
１
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,945 人（－33） 
　男　     6,697 人（－19） 
　女　     7,248 人（－14）
世帯数　  5,490世帯（－13）

令和２年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
１
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
１
月
４
日
㈪
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
１
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬・

20
日
㈬
・
27
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
1
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

お
酒
の
量
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　
年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会

が
普
段
よ
り
も
多
く
な
り
が
ち
な
時

期
で
す
。
適
量
飲
酒
を
心
が
け
、
充

実
し
た
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

◦
節
度
あ
る
飲
酒
と
は
？

◦
一
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ

程
度
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
ビ

ー
ル
５
０
０
㎖
（
１
本
）、
日
本
酒

（
１
合
）、
チ
ュ
ウ
ハ
イ（
７
％
）３
５

０
㎖
（
1
本
）、
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ

ル
（
１
杯
）
な
ど
に
相
当
し
ま
す
。

◦
女
性
や
高
齢
者
は
飲
酒
量
を
少
な

く
し
、
妊
娠
・
授
乳
中
の
人
は
飲
酒

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
お
酒
の
量

　
１
日
の
飲
酒
量
が
「
節
度
あ
る
飲

酒
」
の
３
倍
以
上
に
な
る
と
飲
み
す

ぎ
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
警
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
飲
ん
で
は
い
け
な
い
状
況
で
飲

ん
で
し
ま
う
」、「
気
づ
け
ば
酔
い
つ

ぶ
れ
て
い
る
」、「
身
体
を
壊
し
て
い

る
の
に
お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
よ
う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
「
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
い
」
状
態
で
す
。
習
慣
的
に
お

酒
を
飲
ん
で
い
れ
ば
、
誰
で
も
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
意
志
の
強
さ
や
性
格
の
問

題
で
は
な
く
、
依
存
症
の
回
復
方
法

は
断
酒
（
酒
を
一
切
飲
ま
な
い
）
を

続
け
る
こ
と
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
専
門
治

療
や
支
援
、
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
参

加
で
、
回
復
と
社
会
復
帰
が
可
能
な

病
気
で
す
。ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
窓
口
（
岡
山
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
メ
ン
タ

ル
セ
ン
タ
ー
岡
山

☎
０
８
６（
２
１
０
）０
８
５
０

（
医
療
機
関
）
岡
山
県
精
神
科
医
療

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６（
２
２
５
）３
８
２
１

有料広告

お
知
ら
せ

　農業者年金は、自分
で積み立てた保険料を
将来、年金として自分
が受け取ることができ
ます。
　加入と脱退は自由にでき、加入している
間に積み立てた保険料は、原則65歳から
終身で支給されます。仮に80歳より前に
亡くなった場合でも、80歳までに受け取
るはずであった年金額を遺族の人が一時金
として受け取ることが可能です。
　また、農業者年金の保険料は、その全額
が社会保険料控除の対象となり（所得税・住
民税から保険料の15％〜30％程度が節税
できます）、さらに年金として受け取る際
にも公的年金等の合計120万円までが非課
税となり、税金の優遇措置を受けられます。
　保険料額は、２万円から６万７千円まで
の間で千円単位で自由に設定できます。
■問 農業委員会事務局（産業観光課内）
　 ☎（82）1016　有線0552

知って得する！
　農業者年金①（全2回）

13 令和２年12月号



　

頭
（
１
羽
）
か
ら
毎
年
２
月
１
日
の

飼
養
状
況
等
の
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ

れ
て
い
る
人
は
、
井
笠
家
畜
保
健
衛

生
所
か
ら
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
で
報
告
さ
れ
る
人
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
岡
山
県
井
笠
家
畜
保
健
衛
生
所
　

☎（
84
）８
２
２
１

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
（
趣
味
の
範

囲
で
飼
育
し
て
い
る
人
を
含
む
）は
、

養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く
「
蜜
蜂
飼
育

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◦
届
出
対
象
者
　
原
則
、
蜜
蜂
を
飼

育
す
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
一
部
届
出
不
要
の
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
時
期
　
毎
年
１
月
１
日
～
１

月
31
日
ま
で
（
年
の
途
中
で
新
た
に

蜜
蜂
の
飼
育
を
始
め
た
場
合
は
、
随

時
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

◦
届
出
事
項
　
届
出
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育

予
定
蜂
群
数
な
ど

◦
届
出
書
類
　
岡
山
県
農
林
水
産
部

畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
備
中
県
民
局
　
農
林
水
産

事
業
部
　
農
畜
産
物
生
産
課

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
３
３

農
地
の
転
用
に
は
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
（
田
や
畑
）
を
転
用
す
る
と

き
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５

条
に
基
づ
く
転
用
許
可
が
必
要
で

す
。「
農
地
転
用
」
と
は
、
農
地
を

農
地
以
外
（
住
宅
・
工
場
等
の
建
物

敷
地
、
露
天
駐
車
場
、
露
天
資
材
置

場
、
道
路
な
ど
）
に
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
を
す
る

こ
と
や
、
許
可
を
受
け
た
と
お
り
に

転
用
を
し
な
い
場
合
に
は
、
罰
則
の

適
用
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
振
農
用
地
等
、
場
所
に

よ
っ
て
は
転
用
で
き
な
い
農
地
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
法
令
に
よ
る
許

認
可
等
が
得
ら
れ
る
見
通
し
が
な
い

場
合
は
、
農
地
転
用
は
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
岡
山
県
最
低
賃
金
が
令
和
２
年
10

月
３
日
か
ら
時
間
額
８
３
４
円
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
岡
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

１
月
８
日
㈮
・
15
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

１
月
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
11
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
山
下

猪
久
勇（
笠
岡
市
）、
亀
井
友
記
子（
総

社
市
）、
藤
井
荘
大
、
安
藤
　
駿
、
小

野
悦
生
（
倉
敷
市
）、小
原
　
正
（
兵

庫
県
）、
眞
弓
真
秀
、
大
熊
千
尋
、
藤

原
雅
晴
（
大
阪
府
）、
小
西
敏
文
（
三

重
県
）、
荒
川
建
夫
（
滋
賀
県
）、
大

洞
真
由
美
、
杉
本
達
哉
、
今
津
菜
穂

美
、
岩
城
由
美
子
、
大
月
晶
代
、
高

草
敦
子
（
東
京
都
）、
末
次
多
喜
子
、

金
澤
英
樹
、平
井
克
典（
神
奈
川
県
）、

有
馬
正
治
（
鹿
児
島
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

も
も
の
里
病
院

☎
０
８
６
５（
62
）５
６
０
６

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
の
提
出
を

　
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
は
令

和
３
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
（
居
宅
、
倉
庫
等
）
を
令
和

２
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た

と
き
に
は
、役
場
町
民
課
へ
届
出（
滅

失
届
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
部
建
物
を
取
り
壊
し
た
と

き
に
も
、
届
出
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
届
出
が
な
い
場
合
は
、
令
和
３
年

度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
以
降
に
提
出
さ
れ
る
場

合
は
、
前
年
中
に
取
り
壊
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類（
解
体
証
明
書
等
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
の
提
出
期
限
　
令
和
３
年
１

月
８
日
㈮

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

家
畜
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家

畜
等
（
牛
、水
牛
、馬
、鹿
、め
ん
羊
、

山
羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七

面
鳥
、
だ
ち
ょ
う
）
を
飼
養
さ
れ
て

い
る
人
（
愛
が
ん
用
含
む
）
は
、
１

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（10月申請分）  1月 7日㈭ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（11月申請分）12月17日㈭

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（11月申請分）
12月28日㈪

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（11月申請分）12月28日㈪ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013  有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（３期）

12月25日㈮ 12月25日㈮

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）12月21日㈪ 12月25日㈮

14令和２年12月号

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

落成式・開
店祝などの
花輪、葬儀
の花輪・供
花、病気見
舞いなど

結婚祝（※）、
香典（※）、
卒業祝、
入学祝など

お歳暮・
お年賀など

政治家の寄付禁止の対象例
淳
久（
本
堀
）、
子
ど
も
神
楽
・
矢
掛

社
（
小
田
）
▼
や
か
げ
認
定
こ
ど
も

園
へ
（
手
作
り
マ
ス
ク
）
中
本
登
枝

（
里
山
田
）、（
日
よ
け
用
ポ
ー
ル
、
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）
や
か
げ
認
定
こ
ど

も
園
保
護
者
会
▼
小
田
保
育
園
へ

（
絵
本
）
出
原
武
重
（
小
田
）

阿
部
唯
士
（
矢
掛
）、森
下
秀
邦
（
下

高
末
）、
多
賀
あ
つ
み
（
東
三
成
）、

青
江
　
茂
（
横
谷
）、
鳥
越
淳
久
（
本

堀
）、
守
屋
鉄
夫
（
岡
山
市
）
▼
美

川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
森
下
秀
邦

（
下
高
末
）、
守
屋
鉄
夫
（
岡
山
市
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
多
賀

あ
つ
み（
東
三
成
）、
青
江
　
茂（
横
谷
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
鳥
越

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
は

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◦
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
と
な
る

も
の

　
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝
い
、
お
祭
り
へ
の
寄
付
・
差
し

入
れ
、
落
成
式
・
開
店
祝
な
ど
の
花
輪
、

お
歳
暮
、お
年
賀
、葬
儀
の
花
輪
、供
花
、

地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

飲
食
物
等
の
差
し
入
れ
、
病
気
見
舞
、

入
学
祝
・
卒
業
祝
、
秘
書
等
が
代
理
で

出
席
す
る
場
合
の
葬
儀
の
香
典

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

※数値は暫定数です。

や運転免許を有する人のほか、家族等からの相談にも対
応しています。
　相談には、一定の知識を持つ警察職員や医療に関する
専門的知識を有する保健師が対応し、安全運転の継続に
必要な助言・指導や運転免許証返納後の各種支援施策の
案内などを行っています。
　なお、家族等が相談される場合は、本人の状況がよく
分かる人が相談してください。
＜相談の窓口＞
◦運転の適性に係る来場相談
　場　　所　岡山県運転免許センター内
　受付日時　平日（月曜日～金曜日）
　　　　　　８時30分～16時00分
※身体の障害に関する相談については、実際に身体の状
態を確認させていただきますので、事前の予約が必要と
なります。
◦電話相談
　安全運転相談ダイヤル　＃8080（シャープハレバレ）
　平日（月曜日～金曜日）８時30分～17時00分

年末年始の交通事故防止と飲酒運転の根絶
　年末年始は、何かと気ぜわしい時期で、運転中は注意力
が散漫になりがちです。
　今年の交通死亡事故の主な特徴は、
◦高齢者の死者数が６割を超える
◦自転車乗車中の死者は12人で、全員が高齢者
◦単独事故が約半数
です（９月末現在）。
　冬期は日没時間が早くなります。歩行者や自転車の人は、
夕暮れ時や夜間に外出する際、夜光反射材等を必ず身に付
けてください。
　また、年末年始は、飲酒する機会が増えます。少量でも
お酒を飲んだら車を運転してはいけません。お酒を飲む場
合は、車で行かないことや、ハンドルキーパーを指定する
などして、飲酒運転を根絶しましょう。

安全運転相談制度
　安全運転相談窓口では、病気、身体の障害等を有する
人の運転免許の取得、高齢者やその他の人で運転免許を
有する人の運転の継続や運転免許証の返納等に関する相
談を受け付けています。運転免許を取得しようとする人

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

11月中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 1 0 17
累　計 16 1 0 0 0 0 2 1 0 0 9 1 1 1 226 23 2 203
（前年比） -13 -1 -3 ±0 ±0 -1 -2 ±0 ±0 -1 +4 -6 -1 -2 -28 +3 +2 -31

◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 12月 8日現在）



頭
（
１
羽
）
か
ら
毎
年
２
月
１
日
の

飼
養
状
況
等
の
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ

れ
て
い
る
人
は
、
井
笠
家
畜
保
健
衛

生
所
か
ら
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
で
報
告
さ
れ
る
人
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
岡
山
県
井
笠
家
畜
保
健
衛
生
所
　

☎（
84
）８
２
２
１

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
（
趣
味
の
範

囲
で
飼
育
し
て
い
る
人
を
含
む
）は
、

養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く
「
蜜
蜂
飼
育

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◦
届
出
対
象
者
　
原
則
、
蜜
蜂
を
飼

育
す
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
一
部
届
出
不
要
の
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
時
期
　
毎
年
１
月
１
日
～
１

月
31
日
ま
で
（
年
の
途
中
で
新
た
に

蜜
蜂
の
飼
育
を
始
め
た
場
合
は
、
随

時
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

◦
届
出
事
項
　
届
出
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育

予
定
蜂
群
数
な
ど

◦
届
出
書
類
　
岡
山
県
農
林
水
産
部

畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
備
中
県
民
局
　
農
林
水
産

事
業
部
　
農
畜
産
物
生
産
課

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
３
３

農
地
の
転
用
に
は
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
（
田
や
畑
）
を
転
用
す
る
と

き
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５

条
に
基
づ
く
転
用
許
可
が
必
要
で

す
。「
農
地
転
用
」
と
は
、
農
地
を

農
地
以
外
（
住
宅
・
工
場
等
の
建
物

敷
地
、
露
天
駐
車
場
、
露
天
資
材
置

場
、
道
路
な
ど
）
に
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
を
す
る

こ
と
や
、
許
可
を
受
け
た
と
お
り
に

転
用
を
し
な
い
場
合
に
は
、
罰
則
の

適
用
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
振
農
用
地
等
、
場
所
に

よ
っ
て
は
転
用
で
き
な
い
農
地
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
法
令
に
よ
る
許

認
可
等
が
得
ら
れ
る
見
通
し
が
な
い

場
合
は
、
農
地
転
用
は
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
岡
山
県
最
低
賃
金
が
令
和
２
年
10

月
３
日
か
ら
時
間
額
８
３
４
円
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
岡
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

１
月
８
日
㈮
・
15
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

１
月
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
11
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
山
下

猪
久
勇（
笠
岡
市
）、
亀
井
友
記
子（
総

社
市
）、
藤
井
荘
大
、
安
藤
　
駿
、
小

野
悦
生
（
倉
敷
市
）、小
原
　
正
（
兵

庫
県
）、
眞
弓
真
秀
、
大
熊
千
尋
、
藤

原
雅
晴
（
大
阪
府
）、
小
西
敏
文
（
三

重
県
）、
荒
川
建
夫
（
滋
賀
県
）、
大

洞
真
由
美
、
杉
本
達
哉
、
今
津
菜
穂

美
、
岩
城
由
美
子
、
大
月
晶
代
、
高

草
敦
子
（
東
京
都
）、
末
次
多
喜
子
、

金
澤
英
樹
、平
井
克
典（
神
奈
川
県
）、

有
馬
正
治
（
鹿
児
島
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

も
も
の
里
病
院

☎
０
８
６
５（
62
）５
６
０
６

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
の
提
出
を

　
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
は
令

和
３
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
（
居
宅
、
倉
庫
等
）
を
令
和

２
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た

と
き
に
は
、役
場
町
民
課
へ
届
出（
滅

失
届
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
部
建
物
を
取
り
壊
し
た
と

き
に
も
、
届
出
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
届
出
が
な
い
場
合
は
、
令
和
３
年

度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
以
降
に
提
出
さ
れ
る
場

合
は
、
前
年
中
に
取
り
壊
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類（
解
体
証
明
書
等
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
の
提
出
期
限
　
令
和
３
年
１

月
８
日
㈮

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

家
畜
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家

畜
等
（
牛
、水
牛
、馬
、鹿
、め
ん
羊
、

山
羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七

面
鳥
、
だ
ち
ょ
う
）
を
飼
養
さ
れ
て

い
る
人
（
愛
が
ん
用
含
む
）
は
、
１

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（10月申請分）  1月 7日㈭ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（11月申請分）12月17日㈭

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（11月申請分）
12月28日㈪

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（11月申請分）12月28日㈪ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013  有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（３期）

12月25日㈮ 12月25日㈮

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）12月21日㈪ 12月25日㈮

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

お祭りへの寄付・差し入
れ、町内会の集会・旅行
などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ

落成式・開
店祝などの
花輪、葬儀
の花輪・供
花、病気見
舞いなど

結婚祝（※）、
香典（※）、
卒業祝、
入学祝など

お歳暮・
お年賀など

政治家の寄付禁止の対象例
淳
久（
本
堀
）、
子
ど
も
神
楽
・
矢
掛

社
（
小
田
）
▼
や
か
げ
認
定
こ
ど
も

園
へ
（
手
作
り
マ
ス
ク
）
中
本
登
枝

（
里
山
田
）、（
日
よ
け
用
ポ
ー
ル
、
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）
や
か
げ
認
定
こ
ど

も
園
保
護
者
会
▼
小
田
保
育
園
へ

（
絵
本
）
出
原
武
重
（
小
田
）

阿
部
唯
士
（
矢
掛
）、森
下
秀
邦
（
下

高
末
）、
多
賀
あ
つ
み
（
東
三
成
）、

青
江
　
茂
（
横
谷
）、
鳥
越
淳
久
（
本

堀
）、
守
屋
鉄
夫
（
岡
山
市
）
▼
美

川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
森
下
秀
邦

（
下
高
末
）、
守
屋
鉄
夫
（
岡
山
市
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
多
賀

あ
つ
み（
東
三
成
）、
青
江
　
茂（
横
谷
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
鳥
越

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
は

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◦
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
と
な
る

も
の

　
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝
い
、
お
祭
り
へ
の
寄
付
・
差
し

入
れ
、
落
成
式
・
開
店
祝
な
ど
の
花
輪
、

お
歳
暮
、お
年
賀
、葬
儀
の
花
輪
、供
花
、

地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

飲
食
物
等
の
差
し
入
れ
、
病
気
見
舞
、

入
学
祝
・
卒
業
祝
、
秘
書
等
が
代
理
で

出
席
す
る
場
合
の
葬
儀
の
香
典

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

※数値は暫定数です。

や運転免許を有する人のほか、家族等からの相談にも対
応しています。
　相談には、一定の知識を持つ警察職員や医療に関する
専門的知識を有する保健師が対応し、安全運転の継続に
必要な助言・指導や運転免許証返納後の各種支援施策の
案内などを行っています。
　なお、家族等が相談される場合は、本人の状況がよく
分かる人が相談してください。
＜相談の窓口＞
◦運転の適性に係る来場相談
　場　　所　岡山県運転免許センター内
　受付日時　平日（月曜日～金曜日）
　　　　　　８時30分～16時00分
※身体の障害に関する相談については、実際に身体の状
態を確認させていただきますので、事前の予約が必要と
なります。
◦電話相談
　安全運転相談ダイヤル　＃8080（シャープハレバレ）
　平日（月曜日～金曜日）８時30分～17時00分

年末年始の交通事故防止と飲酒運転の根絶
　年末年始は、何かと気ぜわしい時期で、運転中は注意力
が散漫になりがちです。
　今年の交通死亡事故の主な特徴は、
◦高齢者の死者数が６割を超える
◦自転車乗車中の死者は12人で、全員が高齢者
◦単独事故が約半数
です（９月末現在）。
　冬期は日没時間が早くなります。歩行者や自転車の人は、
夕暮れ時や夜間に外出する際、夜光反射材等を必ず身に付
けてください。
　また、年末年始は、飲酒する機会が増えます。少量でも
お酒を飲んだら車を運転してはいけません。お酒を飲む場
合は、車で行かないことや、ハンドルキーパーを指定する
などして、飲酒運転を根絶しましょう。

安全運転相談制度
　安全運転相談窓口では、病気、身体の障害等を有する
人の運転免許の取得、高齢者やその他の人で運転免許を
有する人の運転の継続や運転免許証の返納等に関する相
談を受け付けています。運転免許を取得しようとする人

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

11月中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 1 0 17
累　計 16 1 0 0 0 0 2 1 0 0 9 1 1 1 226 23 2 203
（前年比） -13 -1 -3 ±0 ±0 -1 -2 ±0 ±0 -1 +4 -6 -1 -2 -28 +3 +2 -31

◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 12月 8日現在）
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　例年の関東方面への修学旅行はコロナ禍のため中止となった今年の2年
生。行き先を変更して「日帰り旅行×2回」を実施しました。近県8コー
スから各自好きなコースを2つ選び、感染予防万全に、思い出の旅へ！
Go Toクーポンでお土産もしっかり買えました。

修学旅行Top News
11月11日㈬・11月13日㈮

リージョナルモデル通信　⑰令和2年度第2回 RM研究協議会

　11月24日、今年度2回目となる「RM（リージョナルモデル）研究協議会」が矢掛町役場・大会議室で開かれました。ここ
までにも地域コーディネーター導入や制服費補助等の具体的な町と高校の連携の仕組みが実現してきていますが、さらに
未来志向の協働体制を築いていくにはどうしたらよいのか。町の皆さんとの意見交換が活発に行われました。

　地域ビジネス科2年生、山縣健明くんと佐藤大地くん（共に矢掛中学校
出身）が結成したお笑いコンビ「うるをぼえ」が、吉本興業主催「ハイス
クールマンザイ」のコンテスト全国大会に出場決定しました！全国各ブ
ロックから計8組が出場する決勝戦は12月13日。果たして！？

ハイスクールマンザイ全国大会出場！ 11月24日㈫

　備中神楽好きな生徒たちが自主的に活動している「神楽がかり」が、近
隣（新山）地区の神楽奉納とコラボしました。舞われる神楽の内容紹介や
解説チラシ配り、幕間には日頃から練習している自分たちの舞いも披露
しました。大好きな神楽を満喫した秋の一日でした。

神楽がかり 11月15日㈰

【今回のRM研究協議会で出てきた意見の一部】【今回のRM研究協議会で出てきた意見の一部】

①宮島コース　　　　②大塚国際美術館コース
③香川うどんコース　④大久野島コース
⑤鷲羽山コース　　　⑥蒜山コース
⑦岡山市コース　　　⑧学校コース

矢高と町で協働できそうな案今後の矢高に望む姿

得意な事で
地域貢献

地域の人
との交流を
増やす

生徒が自主
的にルール
を決める

自分や地域に
自信・誇り

競争心を
持ってほしい

小中高
一貫

中高の部活
合同練習

矢高生の
アイディアを
町で実現

商店街の
空きスペース
貸し出し

町の中に
高校生アート

やかげ学を
さらに発展

町内の
様々なプロ
との交流

総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

編

集

後

記

　
早
い
も
の
で
、
２
０
２
０
年
も
残
す

と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
広
報
や
か
げ
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
笑
顔
で
取
材
・
撮
影
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
道
の
駅「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」

の
完
成
や
市
街
地
の
無
電
柱
化
な
ど
、

明
る
い
話
題
が
目
白
押
し
で
す
。
こ
の

よ
う
な
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
も
れ
な
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
広

報
や
か
げ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
そ
し
て
、
年
末
年
始
を
元
気
に
気
持

ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
も
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
で
体
調
管
理
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
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